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□ 英語長文読解－全７回（＋SVLレベル３動詞チェックテスト＆解説）** 
入試問題を素材に、良質の英文を丁寧かつ論理的に読み進めていく（予定として、専修大、日本大、学習院大、明治大、立教大、早稲田大、名古屋大、九州大など）。私大の客観問題では、①文脈の捕捉 ②パラフレーズ(言い換え) ③ リーズニング(理由付け)に重きを置く。国公立大の記述問題では、典型的な説明問題をもとに「解答の作法」を身につけさせる。

	** SVLとはアルクから発売されている「Standard Vocabulary List」という単語集のことで、レベルが1～12までに分類され、１つのレベルに1000単語が収録されている。2009年度は、高２の３学期～高３の夏期までの期間で、レベル4～6までの単語およそ1500単語の学習を実施した。そして2010年度は春期講習中の２週間で、レベル2～3までの約2000単語を徹底的に確認する。（その後、レベル4以降の単語を確認していく予定）。基本的にはプリントテストを受けて提出してもらう形式だが、レベル3の動詞だけは「英語長文読解」の授業内でテスト＆解説を行う。


以下、2009年度SVL単語テスト 一部抜粋（レベル６・形容詞）

To complete each item, choose the best word among the ten choices.

1.  He was arrested for (      ) driving.　 

2.  release of (      ) documents　 

3.  a(n) (      ) old man　
4.  Her parents stared at me ― they were openly (      ) to me.

5.  This room is for the (      ) use of guests.　 

6.  a(n) (      ) dog / beast / attack / killing 

7.  Professor Green’s lecture is (      ) as well as interesting.

8‒a.  (      ) plastic

8‒b.  (      ) rules / law / schedule 

9.  New York is a very culturally (      ) city.

10‒a.  My passport is (      ) for another two years.

10‒b.  a(n) (      ) argument / reason 

	reckless
	instructive
	hostile
	diverse
	exclusive

	savage
	classified
	valid
	rigid
	feeble


□ 英文構造理解（和訳）－全３回
英文の構造を正確に理解し、それを適切な和文で表現する演習を深く掘り下げて行う。英文法の知識と並んで、「構造理解」は長文読解の土台であり、また国公立大の記述説明問題も、大ざっぱに言えば和訳の延長線上にある。とにもかくにも、「構造」である。

□ トップレベル英語（読解・和訳）－全５回
慶應、上智、一橋、東京外語など、トップレベルの英語力が要求される大学を志望する生徒を対象とする。語彙力、文法力、構造理解力など総合的な英語力が高く、かつ学習に対して意欲的な生徒の受講が望ましい。授業では高水準の入試問題を扱い、読解と和訳の力を底上げする。また、今後の英語学習において、どのようなアタマの訓練が要るのか、どれくらいの語彙力が要るのかなどについても話す予定である。受講者は文系であることを予定しているが、名大医学部などの医学部を志望する理系受講者も対象とする。 （受講者が集まらない場合は開講しない）
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□ 英文法総合－全６回 
英文法を体系的かつ理論的に学習する。新高２生にとっては極めて重要な復習の場となる。

また、英文法の土台が非常に危うい新高３生も特別に受講対象とする。
	第１回…
	時制と動詞の語法

	第２回…
	助動詞と受動態

	第３回…
	準動詞その①

	第４回…
	準動詞その②

	第５回…
	関係詞

	第６回…
	比較


□ 英文構造理解（和訳）－全３回 
難関大学に合格するためには、早い時期から“英語のアタマ”を持つことが肝要だ。日本語と英語はまったくの別言語。「そんなの当たり前だ」と言う生徒に限って、日本語のアタマで英語を学ぼうとする。和訳はとてもいい訓練である。なぜなら、いやおうなしに「英文の構造」を考えさせられるからだ。単語を適当につなぐような作業をいつまでもしていてはいけない。１つ１つ、構造を丁寧に分析して日本語で表現するという作業を身につけてほしい。

